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昨
年
中
は
大
変
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。
新
年
が
明
け
ま
し
た
が
、

今
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
の
ほ
ど

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

今
年
は
う
さ
ぎ
年
、
ウ
サ
ギ
に

あ
や
か
っ
て
飛
躍
の
年
と
し
た
い

と
こ
ろ
で
す
が
、
第
８
波
に
突
入

し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
、
少
子
化
、
物
価
上
昇
な
ど
不

安
要
素
は
枚
挙
に
い
と
ま
が
あ
り

ま
せ
ん
。
と
り
わ
け
、
昨
年
の
出

生
数
が
統
計
開
始
以
来
初
の
８
０

万
人
割
れ
が
見
込
ま
れ
る
な
ど
、

予
想
を
上
回
る
ス
ピ
ー
ド
で
進
む

少
子
化
・
人
口
減
少
は
国
難
と
も

い
わ
れ
る
状
況
で
す
。
４
月
に
は

「
こ
ど
も
家
庭
庁
」
が
発
足
し
ま

す
し
、
岸
田
首
相
も
年
頭
の
会
見

で
は
「
異
次
元
の
少
子
化
対
策
」

行
う
と
強
い
決
意
を
示
し
て
い
ま

す
。
今
年
は
統
一
自
治
体
選
挙
が

あ
る
わ
け
で
す
が
、
選
挙
目
当
て

の
単
な
る
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
終
わ
ら

な
い
こ
と
を
切
に
願
い
ま
す
。 

日
本
全
体
の
人
口
減
少
は
少
子

化
に
原
因
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に

少
子
化
が
進
む
原
因
は
、
未
婚

化
・
晩
婚
化
に
あ
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
未
婚
化
・
晩
婚
化
の
原

因
は
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化

の
ほ
か
に
経
済
不
安
や
子
育
て
支

援
の
不
足
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
一
時
期
、
将
来
消
滅
す
る

自
治
体
が
現
れ
る
な
ど
と
喧
伝
さ

れ
、
各
地
方
自
治
体
は
地
方
創
生

と
い
う
こ
と
で
人
口
獲
得
競
争
に

後 援 会 ニ ュ ー ス 

（１） 

 

地 域 資 源 を 活 か し た 

魅 力 あ る ま ち づ く り 

○鹿沼市の人口推計 

 2015年 2045年 

総 人 口 （ 県 ） 1,974,255 1,560,619 

総 人 口 （ 市 ① ） 98,374 68,765 

総 人 口 （ 市 ② ） 〃 79,735 

増 減 率 （ 県 ） 100 79.0 

増 減 率 （ 市 ① ） 100 69.9 

増 減 率 （ 市 ② ） 100 81.1 

上記数字は国立社会保障・人口問題研究所による推計

です。①の数字は、出生と死亡、人口移動による影響

を加味して推計したものです。②の数字は、出生と死

亡だけの要因で人口が変化すると仮定した推計結果、

すなわち、人口移動の影響を含まない推計結果です。 

 

○令和２年鹿沼市人口動態（令和２年１２月１日時点） 

★自然増減 

出生数（人） 死亡数（人） 増減（人） 

５６０ １，１６２ △６０２ 

★社会増減 

転入数（人） 転出数（人） 増減（人） 

２，０９４ ２，４３４ △３４０ 

 

駆
り
立
て
ら
れ
ま
し
た
。
当
た
り

前
で
す
が
、
そ
れ
で
日
本
の
人
口

は
全
く
増
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
私

は
国
が
責
任
を
持
っ
て
抜
本
的

な
少
子
化
対
策
を
行
な
う
べ
き

と
考
え
ま
す
。
特
に
、
バ
ブ
ル
崩

壊
以
降
、
不
安
定
雇
用
の
増
加
が

問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
若
者

が
結
婚
や
子
育
て
に
前
向
き
に

な
れ
る
よ
う
な
雇
用
や
賃
金
改

善
は
急
務
で
す
。
ま
た
、
先
進
諸

国
の
中
で
最
低
レ
ベ
ル
の
子
育

て
及
び
教
育
に
対
す
る
公
的
支

出
を
先
進
諸
国
並
み
に
引
き
上

げ
、
子
育
て
や
教
育
に
不
安
の
な

い
社
会
に
し
て
い
く
べ
き
で
す
。 

さ
て
、
地
方
の
人
口
減
少
は
、

少
子
化
の
影
響
プ
ラ
ス
人
口
の

流
出
が
加
味
さ

れ
ま
す
。
残
念
な

が
ら
、
鹿
沼
市
は

こ
の
人
口
流
出

が
将
来
的
に
も

県
平
均
よ
り
大

き
い
と
予
想
さ

れ
て
い
ま
す
。
な

ぜ
そ
う
な
っ
て

い
る
の
か
明
ら

か
に
し
、
鹿
沼
の

地
域
資
源
を
活

か
し
、
他
市
に
は

な
い
魅
力
を
見

出
し
て
い
く
こ

と
を
、
今
年
の
私

の
課
題
と
し
て

い
き
ま
す
。 

 

http://blogs.yahoo.co.jp/ttgqm289/GALLERY/show_image.html?id=37143517&no=0


 

 

 

 

 

大
貫
タ
ケ
シ
の
議
会
報
告 

１
１
月
２
２
日
か
ら
１
２
月
１
９
日
ま

で
、
令
和
４
年
第
４
回
定
例
会
（
１
２
月
議

会
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
１
２
月
議
会
で

は
、
令
和
４
年
度
の
一
般
会
計
な
ど
の
補
正

予
算
に
つ
い
て
、「
鹿
沼
市
こ
ど
も
医
療
費
助

成
に
関
す
る
条
例
」
な
ど
の
条
例
改
正
に
つ

い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
審
議
を
行
い
決
定
し
ま
し

た
。 一

般
質
問
は
１
４
人
の
議
員
が
行
な
い
ま

し
た
が
、
私
、
大
貫
タ
ケ
シ
は
議
会
開
始
直

前
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
罹
患

し
、
発
言
通
告
を
行
な
う
こ
と
が
出
来
ま
せ

ん
で
し
た
。
以
下
、
議
会
で
決
ま
っ
た
こ
と

な
ど
を
報
告
し
ま
す
。 

（２） 

 

燃
料
費
高
騰
・
物
価
高
、
コ
ロ
ナ
、 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
対
策
で
大
型
補
正 

 

物
価
高
騰
対
策
や
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
な
ど

で
、
１
２
月
議
会
（
専
決
処
分
を

含
む
）
で
３
次
に
わ
た
る
一
般
会

計
補
正
予
算
を
決
定
し
ま
し
た
。

総
額
で
約
１
８
億
円
を
超
え
る

大
き
な
補
正
と
な
り
ま
し
た
。
具

体
的
に
は
、
物
価
高
対
策
で
は
、

市
民
１
人
あ
た
り
３
千
円
の
ニ

コ
ニ
コ
商
品
券
（
写
真
（
上
）
）

の
給
付
に
約
３
億
３
千
万
円
な

ど
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
で
は
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対

応
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
約
４
億

１
千
万
円
な
ど
で
す
。
今
回
の
補

正
の
多
く
の
部
分
は
、
国
の
交
付

金
等
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。 

お
金
は
国
か
ら
出
ま
す
が
、
実

際
の
業
務
は
市
役
所
が
行
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
職
員
は
大
わ
ら

わ
で
す
。
も
っ
と
、
人
も
予
算
も

地
方
に
配
分
す
べ
き
な
の
で
す

が
・
・
・
。 

「
い
ち
ご
っ
こ
出
産
・
子
育

て
応
援
事
業
」
が
ス
タ
ー
ト 

 

安
心
し
て
出
産
・
子
育
て
で
き

る
よ
う
、「
伴
走
型
相
談
支
援
」
と

「
出
産
・
子
育
て
応
援
給
付
金
」

を
一
体
的
に
行
う
「
い
ち
ご
っ
こ

出
産
・
子
育
て
応
援
事
業
」
が
始

ま
り
ま
す
。 

「
伴
走
型
相
談
支
援
」
は
、
不

安
を
抱
き
や
す
い
妊
娠
届
出
時
、

妊
娠
８
カ
月
頃
、
出
生
時
に
面
談

を
実
施
し
、
そ
の
後
も
相
談
と
情

報
提
供
を
切
れ
目
な
く
継
続
的

な
支
援
が
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。 

「
出
産
・
子
育
て
応
援
給
付

金
」
は
、
妊
娠
届
出
時
と
出
生
届

出
時
の
面
談
後
に
そ
れ
ぞ
れ
５

万
円
が
支
給
さ
れ
ま
す
。 

対
象
は
、
令
和
５
年
１
月
以
降

に
妊
娠
届
出
お
よ
び
出
生
届
出

を
し
た
方
並
び
に
令
和
４
年
４

月
１
日
以
降
に
出
生
し
た
子
ど

も
を
養
育
す
る
方
と
な
り
ま
す
。 

 

こ
ど
も
医
療
費
、
高
校

生
ま
で
無
料
に 

 
 

こ
ど
も
医
療
費
の
助
成
対
象

が
、
令
和
５
年
度
４
月
診
療
分
の

医
療
費
か
ら
中
学
生
（
１
５
歳
）

か
ら
高
校
生
相
当
年
齢
（
１
８

歳
）
ま
で
拡
大
さ
れ
ま
す
。
県
内

の
医
療
機
関
で
あ
れ
ば
、
保
険
診

療
内
の
医
療
費
（
自
己
負
担
分
）

が
窓
口
で
無
料
（
現
物
給
付
）
に

な
り
ま
す
。
県
外
の
医
療
機
関
で

の
診
療
は
、
申
請
に
よ
り
、
後
日

助
成
（
償
還
払
い
）
と
な
り
ま
す
。 

令和４年度一般会計補正予算の主な重点事業 
  

補正額 １，８０２，２２７千円 
 

○原油価格・物価高騰対策 １，２４４，９６９千円 

・住民税非課税世帯等に対し１世帯あたり５万円給付 

・市民１人あたり３千円の市内商品券を給付 

・保育施設・学童施設等へ１施設あたり１５万円の光熱費支援 

○新型コロナウイルス感染症対策 ４０９，２７７千円 

 オミクロン株対応ワクチンの接種。１２歳以上、１，２回接種

完了者対象 

○職員等人件費 １８６，５３２千円 

 人事院勧告に伴う職員給与等の増加、退職者増による退職金増 

○市関連施設の光熱水費等 １０２，３５８千円 

 燃料価格高騰等に伴う電気料、燃料費等の増 

○バス路線対策費 ５６，０００千円 

 空調機能及び燃費向上のためのバス車両の更新 

○マイナンバーカード取得促進 ２１，６７４千円 

 出張申請の充実、クオカード交付の増加、窓口態勢の強化 

○出産・子育て応援事業費 １，４４７，１１０千円 

 妊娠時に５万円、出産時に５万円を給付、相談支援の強化 

少
子
化
対
策
、
子
ど
も
・
子
育
て
世
代
へ
の
支
援 

～
妊
娠
と
出
産
時
に
５
万
円
給
付
、
医
療
費
は
高
校
生
ま
で
無
料
化
～ 

 １月末までが使用期限ですよ。 

お忘れなく！ 



 

 

 

 

 

（３） 

の
で
す
。
審
議
の
結
果
、
運
動
時

等
の
マ
ス
ク
着
用
及
び
黙
食
の
緩

和
に
係
わ
る
陳
情
は
賛
成
多
数
で

採
択
と
な
り
、
そ
の
他
の
２
件
は

不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。
私
は
、

マ
ス
ク
な
ど
の
効
果
は
一
定
程
度

認
め
る
べ
き
で
あ
り
、
マ
ス
ク
着

用
や
黙
食
の
是
非
に
つ
い
て
の
判

断
は
、
議
決
で
な
く
、
専
門
家
な

ど
が
示
し
た
基
準
に
基
づ
き
、
学

校
、
生
徒
、
保
護
者
間
等
で
十
分

な
意
思
疎
通
を
図
り
対
応
し
て
い

く
べ
き
も
の
と
考
え
、
陳
情
に
は

反
対
し
ま
し
た
。 

 

「
民
主
主
義
・
立
憲
主
義
の
基

盤
で
あ
る
思
想
、
良
心
の
自
由
、

請
願
権
等
を
守
る
為
の
陳
情
」
が

基
本
的
人
権
を
守
る
県
民
の
会
代

表
の
方
（
新
聞
報
道
に
よ
れ
ば
旧

統
一
協
会
関
係
者
）
か
ら
出
さ
れ

ま
し
た
。
内
容
は
、「
特
定
の
宗
教

法
人
及
び
そ
の
関
連
団
体
と
の
関

係
を
遮
断
す
る
内
容
の
宣
言
・
決

議
を
し
な
い
こ
と
」
な
ど
を
求
め

る
も
の
で
す
。
賛
成
者
無
く
、
不

採
択
と
な
り
ま
し
た
。 

 

「
栃
木
特
別
支
援
学
校
寄
宿
舎

の
存
続
に
関
す
る
意
見
書
の
提
出

を
求
め
る
陳
情
書
」
に
つ
い
て
は
、

栃
木
県
が
当
初
の
令
和
４
年
度
末

で
の
閉
舎
を
延
期
し
た
こ
と
か

ら
、
県
の
方
針
決
定
を
見
守
る
べ

き
と
の
意
見
が
多
数
と
な
り
、
継

続
審
議
と
な
り
ま
し
た
。
私
は
、

今
議
会
で
採
択
す
べ
き
と
の
立
場

で
あ
っ
た
の
で
、
継
続
審
議
に
は

 
 市

職
員
の
定
年
、
６
５

歳
に
引
き
上
げ
へ 

 

市
職
員
の
定
年
が
令
和
５
年
度

か
ら
段
階
的
に
引
き
上
げ
ら
れ
、

令
和
１
３
年
度
か
ら
現
行
の
６
０

歳
定
年
が
６
５
歳
定
年
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
役
職
定
年
制
が
導
入

さ
れ
、
６
０
歳
を
超
え
る
と
役
職

を
解
か
れ
、
給
料
は
７
割
程
度
に

引
き
下
げ
と
な
り
ま
す
。 

年
金
支
給
が
６
５
歳
に
な
る
こ

と
か
ら
、
民
間
企
業
と
同
様
の
制

度
が
取
り
入
れ
ら
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
６
０
歳
を
過
ぎ
て
も
や

る
気
と
能
力
が
発
揮
で
き
る
よ
う

な
適
材
適
所
の
職
員
配
置
、
組
織

の
あ
り
方
を
検
討
し
、
役
所
全
体

の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
低
下
し
な

い
こ
と
望
み
ま
す
。 

 栃
木
特
別
支
援
学
校

寄
宿
舎
の
存
続
を
求

め
る
陳
情
書
な
ど
６

件
の
陳
情
を
審
議 

  

「
学
校
・
幼
稚
園
・
保
育
園
に

お
け
る
こ
ど
も
の
健
全
な
育
成
を

求
め
る
陳
情
書
」
と
題
す
る
陳
情

が
４
件
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
具
体

的
に
は
、「
運
動
時
、
登
下
校
時
の

マ
ス
ク
の
非
着
用
の
徹
底
」「
黙
食

の
緩
和
」「
マ
ス
ク
着
用
の
強
制
を

し
な
い
こ
と
」
な
ど
を
求
め
る
も

 

昨
年
１
１
月
末
、
不
覚
に
も
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

罹
患
し
ま
し
た
。
ま
ず
父
親
が
発

熱
し
、
２
日
後
に
母
親
、
私
も
発

熱
、
抗
原
検
査
キ
ッ
ト
で
検
査
を

行
な
っ
た
と
こ
ろ
、
２
本
線
が
ク

ッ
キ
リ
、
妖
精
（
？
）
で
は
な
く

て
陽
性
と
な
り
ま
し
た
。
２
日
ほ

ど
３
８
度
の
熱
が
出
て
、
１
週
間

ほ
ど
体
の
だ
る
い
日
が
続
き
ま

し
た
。
現
在
は
無
事
回
復
し
、
幸

い
に
も
味
覚
障
害
な
ど
後
遺
症

も
無
い
状
態
で
す
。 

 

残
念
な
が
ら
初
当
選
以
降
、
毎

議
会
で
一
般
質
問
を
行
な
っ
て

き
ま
し
た
が
、
今
回
は
発
言
通
告

を
行
な
う
こ
と
が
出
来
ず
お
休

み
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

 

ま
だ
ま
だ
、
感
染
拡
大
が
続
い

て
お
り
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
ご

注
意
く
だ
さ
い
。 

私
事
で
す
が
、
コ
ロ

ナ
の
妖
精
（
？
）
に

な
り
ま
し
た 

 

 

 

最
近
、
少
な
か
ら
ぬ
み
な
さ
ん

に
「
最
近
の
鹿
沼
市
議
会
は
お
か

し
く
な
い
か
」
と
の
ご
指
摘
を
頂

き
ま
す
。
「
市
民
生
活
と
関
係
の

無
い
こ
と
を
毎
回
延
々
質
問
し

て
い
る
の
は
異
様
だ
」
「
言
葉
遣

い
や
態
度
が
と
て
も
市
民
の
代

表
で
あ
る
議
員
の
も
の
と
は
思

え
な
い
。
見
る
に
堪
え
な
い
」「
政

局
よ
り
市
民
生
活
や
鹿
沼
市
の

将
来
を
見
据
え
た
議
論
を
し
て

欲
し
い
」
な
ど
な
ど
。
ま
あ
、
私

か
ら
見
て
も
「
そ
う
だ
よ
な
」
と

思
え
て
し
ま
う
状
況
で
す
。 

 

今
議
会
も
自
民
党
の
み
な
さ

ん
か
ら
「
佐
藤
信
鹿
沼
市
長
に
対

す
る
問
責
決
議
」
な
る
も
の
が
飛

び
出
し
ま
し
た
。
結
果
は
少
数
否

決
で
し
た
が
、
発
端
は
９
月
議
会

に
行
な
わ
れ
た
決
算
特
別
委
員

会
に
遡
り
ま
す
。
一
部
の
委
員
が

発
言
通
告
を
行
な
わ
ず
に
延
々

と
質
疑
を
行
な
っ
た
（
審
議
は
夜

の
９
時
過
ぎ
ま
で
行
な
わ
れ
た
）

最
近
の
鹿
沼
市
議
会
変
じ
ゃ
な
い
？ 

こ
と
を
佐
藤
市
長
が
問
題
視

し
、
発
言
通
告
の
徹
底
を
要
請

し
た
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ

に
対
し
、「
過
度
に
委
員
会
に
直

接
介
入
し
、
言
論
の
府
で
あ
る

議
会
の
役
割
に
影
響
を
及
ぼ

し
、
ひ
い
て
は
議
会
活
動
を
萎

縮
さ
せ
、
民
主
主
義
を
お
び
や

か
す
」
と
問
責
決
議
と
相
成
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
発
言
通
告

を
行
な
う
こ
と
は
委
員
会
で
議

員
自
ら
が
決
め
た
こ
と
（
通
告

な
し
で
も
発
言
は
認
め
る
と
し

て
い
ま
す
が
）
で
す
し
、
通
告

と
い
っ
て
も
、
箇
条
書
き
程
度

で
質
問
項
目
、
趣
旨
を
記
載
す

る
だ
け
で
す
。
し
か
も
、
ほ
と

ん
ど
の
委
員
は
通
告
を
行
な
っ

て
質
問
し
て
い
ま
す
。
言
論
の

府
た
る
議
会
は
、
い
た
ず
ら
に

政
局
を
煽
る
の
で
な
く
、
政
策

で
切
磋
琢
磨
す
べ
き
な
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
い
か
が
で

す
か
自
民
党
の
み
な
さ
ん
。 

反
対
を
し
ま
し
た
。
理
由
は
以
下

の
通
り
で
す
。
県
は
、
閉
舎
延
期

を
決
め
ま
し
た
が
、
閉
舎
す
る
と

の
基
本
方
針
に
は
変
更
が
無
い
よ

う
で
す
。
県
に
お
い
て
、
存
続
を

求
め
る
保
護
者
の
意
見
を
十
分
に

聴
取
し
、
通
学
困
難
者
の
た
め
だ

け
で
無
く
、
こ
ど
も
の
発
達
に
効

果
が
あ
る
寄
宿
舎
の
新
た
な
価
値

も
含
め
て
今
後
の
あ
り
方
を
議
論

す
べ
き
で
す
。
そ
の
た
め
に
も
、

県
で
の
議
論
を
促
す
た
め
に
も
採

択
す
べ
き
だ
っ
た
と
考
え
ま
す
。 



記事に対するご意見、市政に関する

意見・要望などございましたら、遠

慮なく下記までお寄せください。 

 

ＴＥＬ・ＦＡＸ 0289－63－0265 

携帯 ０９０－７７３６－２０１７ 

 メール takeshi＠one.bc9.jp 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４） 

 

大貫タケシ・プロフィール 
生年月日 1960 年 9 月 26 日生（６１歳） 

〇学歴    

西大芦西小学校、西中学校、鹿沼高校を経て 

宇都宮大学農学部農業経済学科卒業 

〇職歴 

1983 年 4 月より 28 年間鹿沼市役所勤務（福祉、税務、環境など） 

2019 年 9 月市議会議員当選（3 期） 

 

「つながるかぬま・プロジェクト２０２３」 
１ あらゆる世代とつながる 
 教育環境の充実、若者の就労支援、リカレント教育の充実、生きが

いづくりで健康寿命の延伸など 

２ 生活者・労働者・障がい者とつながる 
 消費者教育の充実、障害者施策の充実など 

３ 命とつながる 
 感染症対策の充実、地域医療の充実と人材確保など 

４ 未来とつながる 
 人口減少対策を強化、産業全般の後継者等人材育成など 

５ 安全・安心とつながる 
 防災対策の充実、生活交通ビジョンの整備など 

６ 自然豊かな環境とつながる 
 地球温暖化防止対策の推進、中山間地域活性化など 

７ 元気で生き生きとした産業とつながる 
 ６次産業化の推進、県産材の利用促進、産業団地の整備促進など 

松井正一県議とともに 

「つながるかぬま・プロジェクト２０２３」を推進します。 

 

   

毎週月曜日のマンデーレポート

１月９日で４３９回。 

年４回のタウンミーティング 

昨年１１月で２４回。 

昨年１２月２６日、鹿沼市へ政策

提言を提出。 

 今年は統一自治体選挙の年です。４月には県議会選

挙、９月には市議会議員選挙が予定されています。全

国一斉に行なわれる統一自治体選挙は、地方政治、ひ

いては国の政治を変える可能性を秘めたものです。 

さて、松井正一県議は、従来の政策をバージョンアッ

プした「つながるかぬま・プロジェクト２０２３」を掲

げました。私、大貫タケシも松井正一県議とともに同プ

ロジェクトを推進していきます。 


